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▶令和３年の労働災害による被災者数（休業４日以上）は、１月～5月末ま
での間で74人です。▶この被災者数は、令和２年同期の32人を42人上回る
131.3%の増加率です。▶また、4月までの増加率122.2％を上回り、瀬峰労
働基準監督署の労働災害の増加傾向は歯止めがかかっていない状況です。
▶業種別では、社会福祉施設（+350％）、道路貨物運送業（＋333.3%）、
製造業（+216.7%）において顕著な増加がみられます。▶さらに、5月には
労働災害による死亡者が発生しています。

労働災害は増加傾向

（１）

働き方改革関連法対応説明会のご案内
～皆さまの素朴な疑問にお答えします！～

休業4日以上 74 32 1079 711

死亡 1 1 5 6

労働災害発生状況（令和３年５月末現在）

管内（登米・栗原）被災者数 県内被災者数

令和３年 令和２年 令和３年 令和２年

▶働き方改革は日本のこれまでの労働慣行を抜本的に見直し、働く人々のさま
ざまな事情に応じて柔軟な働き方を実現するものです。▶ここ数年かけて改正
された働き方改革関連法は中小企業でも本格運用が始まっています。
▶そこで本説明会では働き方改革関連法の重要ポイントを解説するとともに、
中小企業の取組事例などを紹介します。▶また、ハローワークから職場環境改
善や魅力ある職場づくりと企業の人材確保にどう取り組むべきかなどを説明い
たします。▶本説明会のお問合せ・お申込先は、公益社団法人栗原法人会事務
局 (TEL 0228-22-2775／FAX 0228-22-2774)になります。

■ 日 時 令和3年7月28日(水)13時30分～15時30分
■ 会 場 市民活動支援センター多目的室

(〒987-2216 栗原市築館伊豆2丁目6-1)
〇定 員 ３０名程度(要事前申込み／申込み締切：7月23日(金))
〇主 催 公益社団法人栗原法人会・瀬峰労働基準監督署
〇協 力 宮城働き方改革推進支援センター・ハローワーク築館



（２）

エイジフレンドリー補助金
～エイジフレンドリーガイドラインの推進とともに～

▶瀬峰労働基準監督署は「高年齢労働者の安全と健康確保のためのガイド
ライン」（通称：エイジフレンドリーガイドライン）を推進しています。
▶エイジフレンドリーガイドラインは、高年齢労働者の就労が一層進み、
労働災害による休業4日以上の死傷者のうち、60歳以上の労働者の占める
割合が増加すると見込まれる中、高年齢労働者が安心して安全に働ける職
場環境の実現に向け、事業者や労働者に取組が求められる事項を取りまと
めたものです。▶高齢者が安心して、安全に働けるよう、高齢者にとって
危険な場所や負担の大きい作業を解消し、働きやすい職場環境をつくって
いくことが必要です。
▶【エイジフレンドリー補助金】は、職場環境の改善に要した費用の一部
を補助します。▶エイジフレンドリー補助金の問合せ先は、（一社）日本
労働安全衛生コンサルタント会「エイジフレンドリー補助金事務セン
ター」になります。▶補助申請期間は、令和3年6月11日～令和3年10月末
日です。▶エイジフレンドリーな職場づくりに向け、「エイジフレンド
リー補助金」を是非ご活用ください。

▶ハインリッヒが発表した「1:29:300の法則」は、1回の重症災害が発生した
とすれば、その人は同じ原因で29回の軽症災害を起こし、また同じ性質の無
傷害事故を300回伴っているというものです。▶これは重症災害の底辺には
多数の軽症災害と無傷害事故があり、さらに無数の不安全状態等があるとい
うことになります。▶例えば、移動式クレーンが重量物を吊って旋回し、そ
の近くに停車していたトラックに重量物が接触した場合、トラック（及び重
量物）の【損壊事故】になります。▶一方で、重量物とトラックの間に労働
者を立ち入らせていた結果、重量物がその労働者を直撃した場合、【死亡災
害】につながりかねません。▶つまり、災害の大きさで事故の重大さを評価
するのではなく、安全の基本は「事故」そのものを防止することにあります。
▶人は生きるために働いています。そして、働く人が事業・経営・生産活動
の故に災害に遭い、生命や健康に被害を受けることは、あってはならないこ
とです。▶7月1日から7日までの「全国安全週間」の実施要綱には、各事業
場の取組事項が示されています。▶「全国安全週間」の期間中、各職場で実
施要綱を改めて確認し、安全衛生活動を着実に実行して労働災害を防止して
いただきますよう、お願いいたします。

労働災害の増加を踏まえて

「エイジフレンドリー補助金」くわしくはこちら▶


